
　背景

　システム概要

不快指数を用いて熱中症ゼロをめざす
警告システム「涼メ～ル」の開発

　今後の課題と展望

①課題点の解決
・アラートが鳴る時間間隔を変えることができない
→時間間隔などの細かい設定をユーザーが自由にできるようにする

②機能の向上・改善
・危険度の判断材料として、不快指数のみを用いた
→様々な指数とその特徴を比べ、
　さらに高精度な熱中症予防アラートができるようにする

　事前調査

使用するもの：
DHT22（温湿度セン
サー）、圧電ブザー、
ESP32開発ボード

開発環境：
Arduino IDE

不快指数の計算式：
0.81×気温+0.01×
湿度×(0.99×気
温-14.3)+46.3

①温湿度を上記の計
算式に代入して不快
指数を算出する
②その数値に応じて、
LINEで知らせる
　このシステムによって
スマホと涼メ~ルを持ち
歩くだけで熱中症予
防ができると考えた。
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　気付かず熱中症になってし
まう問題の解決のために、暑
いと感じる温湿度の基準とな
る指数を確認した。そこで、
「不快指数」という気温と
湿度による蒸し暑さの指数を
用いることにした 。客観的
な基準であるため、この指数
に応じて熱中症の警告をする
ことができると考えた。
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　近年、日本は最高気温や猛暑日の記録を毎年更新してい
る 。それにともなって熱中症になる人も増加するため、具体的
な対策が必要であると考えた。人によって気温が何度だったら暑
いのかの感覚が異なることから、気付かないうちに熱中症になっ
てしまうことや、作業の最中などは気温を気にする暇もないことな
どが懸念される。そこで、それらの問題に対応したシステムを開
発することにした。
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　結果

　図2のように、「涼メ~ル」の公式
LINEで名前と場所の登録ができた。
一定時間が経過すると、
温湿度をはじめとする詳しい情報が警
報として送られることを確認した。

↑不快指数による条件分岐のフローチャート
 ＊不快指数をDIと表記する
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↑図2（涼メ~ルの動作
テスト中のLINE画面）

↑図1（実際に開発し
たシステムの写真）
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